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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 3,033 18.1 591 68.4 589 67.5 413 70.2

2025年３月期中間期 2,569 29.6 350 119.6 351 131.3 242 148.4

（注）包括利益 2026年３月期中間期 413百万円（70.2％） 2025年３月期中間期 242百万円（148.4％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 159.88 -

2025年３月期中間期 93.54 93.31

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 9,034 4,461 49.4

2025年３月期 8,753 4,148 47.4

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 4,461百万円 2025年３月期 4,148百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 37.00 37.00

2026年３月期 － 0.00

2026年３月期（予想） － 40.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,100 15.6 1,040 44.2 1,030 43.0 730 40.1 282.42

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（注）2026年３月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 2,878,200株 2025年３月期 2,878,200株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 293,342株 2025年３月期 293,442株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 2,584,763株 2025年３月期中間期 2,595,877株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事

項（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（J-ESOP）信託口が保有す

る当社株式が含まれております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業

績予想に関する事項は、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　動物医療業界におきましては、ペットの家族化、高齢化に伴う疾病の多様化等により、高度な動物医療への期待

は年々高まっております。

　このような環境の中、当社グループは、“かかりつけの動物病院と連携し、より高度な医療・寄り添う心で、ど

うぶつを愛する家族の希望となる。”を使命とし、飼い主様のかかりつけ病院（一次診療施設様）から紹介を受け

て行う二次診療サービスを中心に、MRI・CT等による動物画像検査専門の画像診断サービス、及び動物用医療機

器・健康管理機器（在宅ケア）のレンタル・販売を展開してまいりました。

　まず、二次診療サービスにつきましては、需要が当社の診療受け入れ能力を恒常的に上回る状況が続く中、獣医

師等の採用・育成の強化、診療プロセス最適化と診療品質のさらなる向上、デジタル化推進、医療機器の拡充等に

より、診療受け入れ体制の強化に努めました。また、６月には各種コストの上昇等を踏まえた価格改定（二次診療

サービス、画像診断サービス）を実施いたしましたが、高まる需要を背景に、初診数（新規に受け入れた症例数）

は5,519件（前年同期比10.8％増）、総診療数（初診数と再診数の合計）は18,868件（前年同期比10.4％増）、手

術数は1,726件（前年同期比14.9％増）、連携病院数は4,716施設（前年同期比165施設増）となりました。

　次に画像診断サービス、及び動物用医療機器・健康管理機器のレンタル・販売におきましては、一次診療施設様

との関係強化等により、それぞれ検査件数、契約数ともに前年同期を上回りました。

　これらの結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高は3,033,666千円（前年同期比18.1％増）、営業利益は

591,051千円（前年同期比68.4％増）、経常利益は589,735千円（前年同期比67.5％増）、親会社株主に帰属する中

間純利益は413,268千円（前年同期比70.2％増）と増収増益となりました。

　詳細は、2025年11月13日付「2026年３月期　第２四半期（中間期）決算説明資料」をご参照ください。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は1,695,190千円となり、前連結会計年度末に比べ97,193千円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が45,529千円、売掛金及び契約資産が39,957円増加したことによるものであり

ます。固定資産は7,339,283千円となり、前連結会計年度末に比べ183,561千円増加いたしました。これは主に土地

及び建設仮勘定の増加によるものであります。

　この結果、総資産は9,034,474千円となり、前連結会計年度末に比べ280,754千円増加いたしました。

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は1,731,049千円となり、前連結会計年度末に比べ176,876千円増加いた

しました。これは主に短期借入金が増加したことによるものであります。また、固定負債は2,842,388千円とな

り、前連結会計年度末に比べ208,631千円減少いたしました。これは主に長期借入金が減少したことによるもので

あります。

　この結果、負債合計は、4,573,438千円となり、前連結会計年度末に比べ31,754千円減少いたしました。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は4,461,036千円となり、前連結会計年度末に比べ312,509千円増加い

たしました。これは主に親会社株主に帰属する中間純利益413,268千円の増加及び配当による減少100,816千円によ

るものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、563,515千円（前年同期比0.3％減）となりました。これは主に、税金等調整前

中間純利益589,735千円、減価償却費283,218千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、405,057千円（前年同期比43.1％減）となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出394,066千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、112,928千円（前年同期比57.0％減）となりました。これは主に、短期借入れ

による収入460,000千円、短期借入金の返済による支出231,000千円及び長期借入れによる収入88,000千円、長期借

入金の返済による支出325,295千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ、2025年８月14日に公表いたしました、2026年３月期の通期連結業績予想を修正いたし

ました。詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正（上方修正）に関するお知らせ」をご参照

ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,107,603 1,153,133

売掛金及び契約資産 326,076 366,034

商品及び製品 75,960 80,786

原材料及び貯蔵品 18,748 22,176

その他 76,484 81,147

貸倒引当金 △6,876 △8,087

流動資産合計 1,597,996 1,695,190

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,280,603 2,227,312

工具、器具及び備品（純額） 1,690,749 1,636,793

土地 2,340,355 2,483,574

その他（純額） 5,101 186,041

有形固定資産合計 6,316,808 6,533,722

無形固定資産

のれん 142,588 132,403

商標権 304,824 283,051

その他 32,007 27,508

無形固定資産合計 479,420 442,964

投資その他の資産 359,492 362,597

固定資産合計 7,155,722 7,339,283

資産合計 8,753,719 9,034,474

負債の部

流動負債

買掛金 65,768 67,421

未払金 217,574 266,923

短期借入金 － 229,000

１年内返済予定の長期借入金 627,165 608,709

未払法人税等 205,029 203,575

賞与引当金 182,483 146,752

その他 256,151 208,668

流動負債合計 1,554,172 1,731,049

固定負債

長期借入金 2,847,886 2,629,047

株式給付引当金 33,831 49,302

退職給付に係る負債 46,200 49,550

繰延税金負債 76,565 69,035

資産除去債務 41,851 43,608

その他 4,684 1,845

固定負債合計 3,051,019 2,842,388

負債合計 4,605,192 4,573,438

純資産の部

株主資本

資本金 801,600 801,600

資本剰余金 720,405 720,405

利益剰余金 3,179,791 3,492,105

自己株式 △553,270 △553,074

株主資本合計 4,148,527 4,461,036

純資産合計 4,148,527 4,461,036

負債純資産合計 8,753,719 9,034,474

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 2,569,168 3,033,666

売上原価 1,678,311 1,823,086

売上総利益 890,856 1,210,579

販売費及び一般管理費 539,939 619,527

営業利益 350,917 591,051

営業外収益

受取家賃 12,063 12,063

保険解約返戻金 105 4,950

その他 3,201 4,882

営業外収益合計 15,370 21,895

営業外費用

支払利息 11,884 17,679

資金調達費用 2,204 1,534

固定資産除却損 97 2,447

その他 108 1,549

営業外費用合計 14,295 23,211

経常利益 351,992 589,735

税金等調整前中間純利益 351,992 589,735

法人税等 109,151 176,466

中間純利益 242,840 413,268

親会社株主に帰属する中間純利益 242,840 413,268

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 242,840 413,268

中間包括利益 242,840 413,268

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 242,840 413,268

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 351,992 589,735

減価償却費 264,997 283,218

のれん償却額 10,184 10,184

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,629 1,210

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,144 △35,731

株式給付引当金の増減額（△は減少） 17,838 15,667

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,150 3,350

支払利息 11,884 17,679

資金調達費用 2,204 1,534

固定資産除却損 97 2,447

売上債権の増減額（△は増加） △10,194 △39,957

棚卸資産の増減額（△は増加） △20,235 △13,488

仕入債務の増減額（△は減少） 2,644 1,652

未収消費税等の増減額（△は増加） △7,513 4,461

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,124 △55,971

その他 △3,693 △19,017

小計 645,257 766,976

利息及び配当金の受取額 125 1,146

利息の支払額 △12,131 △17,868

法人税等の還付額 542 －

法人税等の支払額 △68,536 △186,738

営業活動によるキャッシュ・フロー 565,255 563,515

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △688,691 △394,066

無形固定資産の取得による支出 △7,223 －

保険積立金の積立による支出 △16,501 △16,671

その他 575 5,680

投資活動によるキャッシュ・フロー △711,840 △405,057

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 460,000

短期借入金の返済による支出 － △231,000

長期借入れによる収入 300,000 88,000

長期借入金の返済による支出 △340,851 △325,295

株式の発行による収入 8,750 －

リース債務の返済による支出 △3,647 △2,945

自己株式の取得による支出 △172,391 －

配当金の支払額 △52,523 △100,427

その他 △1,930 △1,260

財務活動によるキャッシュ・フロー △262,594 △112,928

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △409,179 45,529

現金及び現金同等物の期首残高 1,337,639 1,107,603

現金及び現金同等物の中間期末残高 928,460 1,153,133

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前中間連結会計期間

（自　2024年４月１日

　　至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間

（自　2025年４月１日

　　至　2025年９月30日）

売上高 構成比 売上高 構成比

二次診療サービス 1,837,820 71.5 2,204,796 72.7

画像診断サービス 267,184 10.4 315,051 10.4

動物用医療機器・健康管理機器の

レンタル・販売
459,962 17.9 507,327 16.7

その他 4,200 0.2 6,490 0.2

顧客との契約から生じる収益 2,569,168 100.0 3,033,666 100.0

外部顧客への売上高 2,569,168 100.0 3,033,666 100.0

３．補足説明

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであります。つきましては、補足情報として、主要な売上

の区分についての販売実績を下記のとおり開示いたします。

（単位：千円・％）

（注）グループ間の取引については相殺消去しております。
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